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1――医療保障の需要は新型コロナ以前の高水準を維持。健康保険の収入保険料は前年同期比２割増。 

 

  新型コロナによって一時的に冷え込んでいた中国の生保市場が緩やかに回復している。当初は、保険エ

ージェントによる対面式のサービス提供が困難な点から、速やかな回復が懸念されていた。しかし、オンライ

ン上で手続きが完結することを好むユーザーが増加した点、当局も保険会社に対して非対面式のオンライン

サービスの強化を推奨した点、加えて、大手を中心に新しい暮らし方、社会の変容－「新常態」（ニューノー

マル）に迅速に対応した経営に変容しつつある点が奏功しているのであろう。 

 

2020年１－４月の生保市場の収入保険料は前年同期比 3.8％増の１兆 5,111億元となり、緩やかではある

が増加している（図表１）。保険種別でみると、養老・年金といった貯蓄型の生命保険は前年同期比 1.5％増

の 1兆 2,183億元、傷害保険は前年同期比 7.3％減の 230億元と需要はそれほど伸びてない（図表２）。 
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図表１生保収入保険料推移 図表２保険種別の前年比増加率 

（注）2020年１－４月については前年同期比の増加率を示している。 

（出所）図表１、図表２とも中国銀行保険監督管理委員会ウェブサイト公表データより作成 
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一方、感染拡大期に新型コロナを一時的に給付対象に含めた重大疾病や医療保険といった健康保険に

ついては、前年同期比 17.2％増の 2,698億元とその他の保険と比較して大幅に増加している。新型コロナや

SARSといった非常時には一時的に医療保障の需要が高まる傾向にある。2003年の SARSの際には、事態が

落ち着き始めた３月から収束後の８月まで健康保険の収入保険料が一時的に急増した。当時、SARS を給付

対象とした保険や特約の開発・発売が許可された点も大きい。しかし、図表２からも分かるように、今回の健康

保険の販売状況については、新型コロナによる一時的な需要の高まりもあるものの、これまでと同様の高いニ

ーズを維持していると捉えることができる。 

 

2――保険未加入者の加入意識が向上。P2P互助や寄付型クラウドファンディングからのアップセルも。 

  

また、新型コロナによって、これまで保険に加入したことがない人を中心に保険意識が高まり、加入が急増

する傾向も見られた。例えば、保険ブローカーの水滴保険商城では、保険加入者が 2020年１－３月で 4,000

万人増の 8,000万人にとなった（図表３）。同社は 2017年５月の設立およそ２年半（2019年 12月）で、保険加

入者がおよそ 4,000 万人となったが、2020 年１－３月のわずか３ヶ月で、その数を２倍にしたことになる。年換

算保険料も１－３月で 30億元と、2019年１年分（60億元）の半分をわずか３ヶ月で達成した。同社の特徴とし

ては、保険ブローカー業の前に、水滴互助（P2P 型の互助スキームで低額での加入が可能、重大疾病を保

障）、水滴筹（貧困家庭向けの医療費調達のためのクラウドファンディング）といったサービスを社会に広く浸

透させていた点が大きいであろう1。同社の加入者の８割は、民間保険が普及していない小規模都市居住者

で、地域としては四川省、河南省、山東省などを中心としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 水滴互助など、P2P型の互助スキームは保険商品に分類されていない。 

図表３ 水滴公司の業務内容 

（出所）201年水滴公司企業社会責任報告より作成 
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水滴公司によると、１－３月の加入者の特徴は、1990 年代生まれの若年層が急増し、職種としては物流、

宅配員、アプリ配車（運転手）、販売業務など社会活動を維持する職業を中心としていた。特に、２月は新型

コロナの震源地とされる湖北省からの加入者の増加が最も多かったという。 

同社は 2019 年時点で 60 を超える保険会社と提携し、80 以上の保険商品を取り扱っている。加入者が

8,000 万人を超える水滴互助、参加者が３億人を超える水滴筹のプラットフォームをベースに、同社の取り組

みに賛同したユーザーの保険商品へのクロスセル、アップセルの効果も見られる。2019 年時点では９割のユ

ーザーが水滴保険商城を通じてオンラインで初めて保険に加入している。今後、水滴公司のように、元は異

業種であるプラットフォーマーが、最終的には保険商品加入への有望なチャネル（窓口）となる可能性があ

る。 

 

3――保険商品はそのリスク保障機能で、社会の安定に寄与するもの。 

 

中国では保険市場の発展の方向性について、監督当局（中国銀行保険監督管理委員会）がその方向性

を示している。今後の方向性については 2020 年１月に「銀行業・保険業の高いレベルでの発展推進に関す

る指導意見」を発出している（図表４）。意見では、公的・私的保険の福祉ミックスをベースとした多層的な保障

体系の構築、保険会社はリスク保障機能という保険本来の役割を発揮し、社会の安定に寄与するよう改めて

求めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （出所）中国銀行保険監督管理委員会「銀行業・保険業の高いレベルでの発展推進に関する指導意見」 

図表４ 銀行業・保険業の高いレベルでの発展推進に関する指導意見（保険の内容について抜粋） 



 

 

4｜               ｜ニッセイ基礎研レター 2020-06-08｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

振り返ってみると、今回の新型コロナに際して、中国の保険会社は一時的に給付範囲を広げたり、新型コ

ロナ患者に対する給付を迅速に行っている。加えて、医療従事者など最前線に立つ関係者への無償付保、

オンライン診療や健康情報の提供、寄付活動などを通じて、社会の安定に大きく貢献している2。中国保険業

協会によると、５月 18日までで、新型コロナ関連の支払件数は 19万 7,100件、給付総額は４億 3,900万元に

のぼった。そのうち、生命保険会社による支払いは２億 9,100 万元となっている3。今回の新型コロナでは、保

険会社や保険商品が果たす社会的な役割・機能が国民に広く再認識され、それが販売回復に寄与している

点も考えらえる。 

 

 
2 2020年１月から４月 10日までで、合計 124社が保険料を引き上げない状況下で、1,530の保険商品の給付範囲に新型コロナを含

めた。そのうち 75％が重大疾病保険となっている（出典：中国保険・リスク管理研究センター）。 
3 http://www.iachina.cn/art/2020/5/22/art_8605_104486.html（2020年 6月 4日アクセス） 

なお、５月 18日までの新型コロナ関連の生保の給付額は 2019年の給付総額（生保）の 0.05％に相当。 

http://www.iachina.cn/art/2020/5/22/art_8605_104486.html

